
特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 

平成 25年度 第１回 学童代表者会議 議事録（要約） 

 

１ 日 時：平成 25年 9月 28日（土）13：30～ 14：50 

２ 場 所：筑紫小学校学童保育所 

３ 出席者：各学童会長・主任指導員、執行部役員、事務局員 

４ 議 題：（１）各学童の運営課題や保護者会活動に係る意見交換（別添資料） 

         参考資料…各学童保護者会定例会・役員会について、法人委員会予定表 

              平成 25年度予定児童数 9月 1日現在 

（２）懸案事項に対する法人対応についての報告 

５ 進 行：代表者会議担当理事（福尾理事・船岡理事・田河内理事） 

 

[議事の経過] 

１、理事長挨拶 

（理事長）日頃より、学童の運営等に尽力いただき感謝申し上げる。今日は代表者会議ということで、運

営についての疑問や困っていることを大いに意見交換し学童のより良い運営と、法人の運営に

意見を反映させていきたいと思うので、活発な意見交換をお願いしたい。 

会議に先立ち、私の方から２件報告させていただく。まず、当法人の運営については、理事会

で法人の方向性について議論をして運営をしている。しかし、決定事項が保護者会において十分

に理解されていないように感じる。要望があれば執行部から説明に伺う。議事録も公開している

ので会長および主任指導員におかれては十分に活用願いたい。議事録閲覧に際し、コンピュータ

の設定関係でセキュリティがかからない学童については事務局まで連絡いただきたい。 

現場、学童および指導員との連絡調整の円滑化のために常勤専務理事を設置したが、一身上の

都合により 9 月末で退任することになった。人事委員会に諮問の上、公募による選考を行い、

筑紫東現保護者で幼稚園教諭の勤務経験が８年程ある方が内定している。ついては、11月 16日

に臨時総会を開き理事の補充および定款変更を併せて審議予定である。手続き上、欠席者からは

委任状を提出いただくこととなるため、協力をお願いしたい。10 月は専務理事空席という形に

なるため現役員で対応する。 

 

２、事例報告「保護者会会長の役割について」二日市北学童保育所：石橋栄子会長 

（司会）二日市北学童は２クラブあり、会長２名が３月末任期と９月末任期のスライド制をとることに

より、学童および保護者会の円滑な運営がなされている。石橋会長にはこれまでの会長としての経

験をふまえ、事例報告と会長の役割について事例報告いただく。 

 

―二日市北 石橋会長― 

二日市北小学校学童なかよしくらぶの会長の石橋栄子です。どうぞ宜しくお願いします。（以下要約） 

今回、この様な報告をする場を頂きありがたい。私自身も是非、北小学童の保護者会についてお話し

させていただきたい、と偉そうな事を言っているが、たぶん皆さんと同じで役員になったきっかけは自



主的に進んでというものではない。平成25年度より、北学童は子どもたちの増員に伴い２分割になり、

１年任期が１年半会長職を務めることになった。 

まず、私が役を受けて一番に感じたことは、何もなければできるだけ保護者会には関わらないという

保護者が多いように感じた。そして、保護者で運営する保護者会が、いつの間にか指導員の先生が導く

保護者会になっているということ。確かに、学童に通える条件は「仕事をしている」ということで、な

かなか時間に余裕がないし、先生方にお願いすれば安心という気持ちも理解できるが、私たちの大切な

子どもが過ごす学童を、より良い環境にするには、やはり保護者の関わりが一番大切だと思う。また、

組織の中の一員としての役割分担を意識すれば、自然と責任が芽生え幅広い活動ができ意欲もでてく

る。北学童では、まず組織作りを強化した。各役員の役割について整備をし、会長職については、法人

組織の中で、どのポジションにいるのか、権限はどうかを確認した。会長は、学童内の運営を統括する

ことが一番の役割であり、保護者会の取りまとめを行なう。取りまとめをするには、保護者からの意見

が出なければできないし、自分たちが運営しているという認識を持ってもらうようにしなければなら

ない。例えば、今回の代表者会議にあたり意見や要望を集約するように法人から求められたとき、北学

童では、役員はもちろん、各保護者・指導員の先生方すべてに文書にて意見を求めた。要は、保護者が

共通認識を持つということ、保護者１人１人の協力での保護者会ということを理解すべき。 

また、一番のポイントは理事との連携。北学童では会長は、理事との連絡を密に行う。理事から情報

を得、または理事会の議事録等で法人の動向を常にチェックして確認をする。みなさんお分かりだと思

うが、理事会が重要な決定機関であり、理事との連携が運営の要になる。 

今年度より新しい理事が２年任期でスタートした。就任に際し、理事の職責についてもしっかり協議

した。また、子どもたちを保育していただく指導員の先生方も絶大な力となる。先生方にとっても意見

を出しやすい環境作りが大切。北学童では、年に数回、指導員の先生との個人面談をしている。その中

で、信頼関係をつくり大きなパイプでつながっている。何か問題が発生すれば、会長としてまた保護者

会としてしっかり対応をしていく。 

平成 24 年度より学校との連携も整え、月に一度指導員の先生と教頭先生との懇談を実施している。

また常に私は、校長・教頭に学校としても学童に関わって頂けるよう、協力頂けるよう、情報を提供し

ている。先日は、地域の方・教育委員さんとの交流も含め、子どもたちにカレーを作り、一緒に食事を

した。もちろん、北小の先生方も一緒に食事をされ子どもたちの嬉しそうな笑顔は、私にとってなによ

りのご褒美となった。 

この 1 年半を振り返り、果たして会長として何か残していけただろうか…と、思うが、保護者の皆

さんと一緒に組織をしっかりと作り上げたことは、私自信にとってすばらしい経験をさせてもらった

と感謝している。そして、何より一番嬉しかったことは、子どもから「お母さん、会長になってくれて

ありがとう。私、うれしい。」と言われたこと。 

皆さん、大切な子どもたちの為に頑張っていきましょう。ご清聴ありがとうございました。 

 

（司会）この機会に尋ねておきたいことはないか？―なし― 

  

― 二日市北 石橋会長 拍手により退席 － 

 



３、各学童の運営課題や保護者会活動に係る意見交換について（別添資料） 

（司会）関係資料については、事前に配布しているため質問された学童から、他学童の対応やアドバイス

の中で、掘り下げて聞きたい部分等があれば質問する形をとりたい。なお、議事録の作成の都合

上、発言の際は、学童名と役職名、お名前を言っていただきたい。 

 

①定例会での出席率について 

（二日市北 石橋会長）実際に３回続けての無断欠席は退所になるのか？「退所になる」の話をしてもよ

いか？また、そういう風に促して退所の手続に入ってよいか？ 

 

（執行部 髙木副理事長）どの学童も保護者会に来るのは義務であると保護者会規約に盛り込んである

ところが多いと思う。そして、退所勧告をして退所、と保護者会規約に書いてあることが多いと思われ

る。しかし、実際には、しようと思えばできるが、所管の子育て支援課としては、福祉事業の委託であり、

困っている方々は受け入れてもらいたいという方針である。本来は滞納も含め、退所していただくこと

はできますが、そこをしきれない現状である。したがって、どこも勧告に留めていただいているのではな

いかと思う。 

 

（二日市北 石橋会長）今回、内容が罰則ばかりになっているが、罰を与えるのではなくて何らかの方法

で出席率を上げる方法があれば教えていただきたい。 

 

（原田 古閑会長）原田では保護者会が二つあり人数も多いため、二日間それぞれＡ・Ｂに分かれて行

う。保護者会に来られない場合はどちらかの会に来ていただく方法をとっているが、それでも来られな

い場合は個別に話をするかたちをとって対応している。また、メールで必ずお知らせし、内容も通知して

いる。 

 

（執行部 髙木副理事長）本人に対するペナルティではなく役員側が保護者の都合に合わせている形を

とり、文書でも回覧されているということでよいか。 

 

（二日市北 石橋会長）出席しない方は全く来ないし、来ない方のお子さんほど手が係る事が多いので

出席していただきたいが、まったく参加されない。もちろんお手紙もメールもするし一週間くらい前に

は電話するが、返事は「ハイハイ」とあるのですが出席ができていない。迎えに行くのはどうかと思うの

で…。文書で会の内容などを事前に書くなど、参考にさせていただきたい。 

 

（筑紫東 佐伯会長）３回来なかったら退所というところを、うちでは一回逆手に取られて「退所したい

ので３回休んだら退所できますか？」ということがあった。規約をじっくり見てこられたようで、経済的

な理由や家庭の事情もあり困窮されていたみたいで、会長を交えて指導員も交えてじっくりと話し合い、

規約をもう一度見直し、やむを得ない理由があるのであればと話し合った。保護者が仕事を辞めたとき

は離職証明書を添付することにし、その後、臨時総会を開き、規約を変更した。２ヶ月くらいはかかった

が円満退所となった。 



（執行部 髙木副理事長）前回、代表者会議の中で退所の取り扱いについても議題となり、そもそも学童

保育とは放課後子どもをみることができない親が預けるところであるため、離職証明などの添付書類に

より中途退所を認めると一定の方向性を示したところである。中途退所をしたい方は何か事情があって

の事なので、各人の状況に応じて各学童で対応していただきたい。 

 

（吉木 浅川会長）定例会の出席率があまり良くなく、出席率の良いところが雰囲気的に休めないよう

な感じになっているということなので、どういう風にしているのか教えていただきたい。いつも一週間

前にメールを出して欠席の場合は理由を返信してもらうが、返信の内容が「塾の送り迎え」「旦那に怒ら

れる」などで「ダメです」とも言えずどうしたらいいかと困っている。 

 

（阿志岐 木村会長）学童に入る時に、上の学年の親に前もって「３回休んだら退会」という話は聞いて

いたので、学童の規則なのだという思いで入所した。小学校に知り合いがいる訳でもない中で私がその

話を聞いたという事はそれだけ浸透していたのだろうなと思う。だから出席率が良いのだと思う。もと

もとの雰囲気作りが良かったのだと思う。 

 

（吉木 浅川会長）出席率が悪い人から次の役員になってもらうという話はあるが…そういうこともで

きないので、意識を変えるしかないのかと思う。 

 

（阿志岐 木村会長）私は二日市東に行く予定だったのですが、校区外で阿志岐に行った。誰も知り合い

がいなくて聞くぐらいだから雰囲気があったのだと思う。この間も３回お休みになりそうな方がいたが、

メールや電話をして来ていただく事ができたのでやはり地域性かと思う。 

 

（執行部 髙木副理事長）後は、吉木の方で３回以上休みが続いた時には連絡をしてみるなど、他学童が

やっていることを参考にして頂きたいと思う。「24年度の定例会・役員について」の資料を見ていただけ

れば分かると思うが、各学童で定例会の回数に差がある。定例会の中身を精査し、回数を検討する必要が

あるかと思われる。筑紫学童も毎月開催していたが、理事会からの報告のみで、いろいろな工面をして来

ているのに始まるのが遅い上に 30分くらいで終わるという事があったので、時間を割いて定例会に行く

けれどもただ集まって帰るだけだった、これでは何の為に行っているのかと検討がなされ、回数を減ら

した。定例会は皆が意見を言いたくなるような中身の充実、連絡の工夫をされてみてはいかがかと思う。 

 

（筑紫東 佐伯会長）定例会を月に１度していたが、数年前から回数を減らした。また通年と季節学童の

参加回数を分けて、通年は毎回参加するが、季節の方は年に数回と減らしたら出席率が上がった。 

 

（司会）ほかに質問はないか？―なし― 

 

②指導員について 

（司会）二日市北学童からの質問であるが、この件に関しては、資料のとおり、他学童からも「適正な人

員配置要望」がなされており、執行部に対しての意見でもあるため、執行部からの見解をのべる。 



（執行部 髙木副理事長）市の基準は療育手帳２名につき１名の加配指導員を原則とし、状況に応じて

協議することになっている。執行部も近年の支援児や類推児の増加により、現場指導員および学童運営

に負担を掛けていることは承知しており、100万円の予算をつけた特別加配も底をつく状況である。支援

児対応は個人によって違うため、どんなに基準を設定しても基準で推し量れない部分があり、支援児お

よび類推児の記録をとり、推移や傾向、現場対応の実態を把握して行政に働きかける必要があると考え

ている。以上のことから、今後、特別加配の拡充を検討する必要があると思われる。参考資料として学童

在籍児童数の一覧を配布している。 

 

（天拝 豆田会長）この件について専門の先生方を配置しているのか？対応について相談できるところ

はあるのか？相談できる専門の方を一人でも確保して相談窓口を設置して先生方の負担を軽減すること

はできないか、間違った対応をしている為に負担が大きいのではないか？ 

 

（執行部 高木副理事長）専門の先生はいないが指導員会の中で太宰府の支援学校へ行って研修をされ

て自分たちの学童に活かしてあり、勉強もしないで予備知識もないまま対応をされている訳ではない。 

 

（二日市北 石橋会長）支援児に対して一番身近な学校と連携して対応している。一番その子を理解し

ている学校の先生方と連携をとるのがよろしいのではないかと思う。先生方も学校と連携を取るような

かたち作りをされると良いと思う。 

 

（執行部 髙木副理事長）支援児の多い学童では、学校との連携や主任指導員と先生方との連携を密に

し、先生方と専門の方との相談のパイプは作っておくべきかと考えながら組織作りを検討したい。 

 

（天拝 山本指導員）手帳を持っているお子さんや、４月からは手帳を持っていないが IQの高いお子さ

んが支援学級に通っている。お迎えに行くその都度、学校の先生にお話しを伺うし、手帳を持っていない

お子さんのお母さんと学校の先生と指導員で特別支援学校にお話を聞きに行くこともした。支援児の子

どもの委員会活動の時も小郡の支援学校にも指導員が行って話を聞いてきた事がある。 

 

（二日市北 石橋会長）支援児の対応は先生方がとても頑張ってあると思うが、逆の立場に立った時に

健康な子どもたちの保護者の方から、我が子の方がおろそかになっているのではないか？と声が上がる

ことが悩みの種である。グレーゾーンの子どもの状況は毎年変わるし理事を交えて行政に働きかけてい

ただきたい。 

 

（司会）ほかに質問はないか？―なし― 

 

③クラスの分割について 

（二日市北 石橋会長）今年度から学童が２分割になりクラスが分かれた。行政の指導もあり、２分割に

しないといけない状況だったが備品・物品などが足りないままで４月からスタートした。こういった状

況含め、ほかにどんな問題が起きてどう対処されたか知りたい。また、スペースが狭いので定例会なども



一日で済ませたい希望があるが、どうやって開催されたか。 

 

（原田 荒尾指導員）原田は３棟あるが、すぐには建てていただけなかった。要望を２年間出し続け、そ

れ以前は学校の図工室を使わせてもらっていた。今ある場所が２分割になったので備品などの問題が生

じていると思うが、市にデータを示して地道に要望を出せば建物も立ち、備品・棚なども揃う。 

 

（二日市北 石橋会長）学童の人数に対しての㎡数の数値を出している。その他の要望についても段階

を踏んで手続きしている。NPO法人の管轄が子育て支援課、学校は学校教育課の管轄になるので、付き

合いをうまくやっていかないとおかしな事になるし、保護者会として市に対して直接働きかけるのでは

なくて法人を通して解決していきたい。 

 

（執行部 髙木副理事長）二北学童としては、これから発生するであろう問題を予備知識として持って

おきたいという事だと思われる。問題が生じた時は主任者会議等に上げていただいて、意見やアドバイ

スを頂ける、連絡をして頂くというかたちで対応をお願いしたい。 

 

（司会）ほかに質問はないか？―なし― 

 

④学童間交流事業について 

（司会）原田学童からの質問であるが、資料「法人委員会予定表」中 12/14（土）原田・筑紫東 冬のレ

クリエーションが抜けている。他学童でも初めての試みである交流事業に対して多くの課題があるよう

で、交流委員会では今年度の反省をもとに交流事業の在り方を検討する。ついては、学童保護者会も理事

会協議事項および理事会議事録を各理事に確認し、動向をご理解のうえ、各学童の交流委員会を通じて

忌憚なき意見をいただきたい。 

 

（執行部 髙木副理事長）交流担当理事がいるが理事一人では何もできないので、筑紫学童の場合は理

事とレク担当が一丸となって指導員の先生方のアドバイスもいただきながら乗り切った状況である。ど

の学童もこの交流事業に困惑しているのは私どもも感じている。学童間は交流担当理事が話し合いをす

るが実際に活動するのはレクさんだったり保護者会の役員さんだったりする。交流担当理事・レク担当・

行事担当役員と先生方のアドバイスを受けながら進めていただきたい。皆さんの連携が重要になってく

ので宜しくお願いしたい。 

 

（司会）ほかに質問はないか？―なし― 

 

⑤役員の欠員補充について 

（司会）原田学童からの質問であるが、他学童からの対応やアドバイスで詳しく聞きたい部分はないか？ 

―なし― 

 

⑥緊急メール配信について 



（司会）二日市東学童からの質問であるが、他学童の対応やアドバイスで詳しく聞きたい部分はないか？ 

なお、参考までに各学童の役員体制を資料として配布している。 

 

（執行部 髙木副理事長）学童によっては会長以外に連絡係を設けているところがある。前回の代表者

会議でも緊急連絡網が回らないという意見があり、来年度の役員を決める際に、確実に昼間に連絡が付

く、または連絡するのが可能な方に役員になってもらう学童もある。 

 

（二日市東 石上会長）連絡係の携帯は会長携帯とは別にあるのか？二東では、会長携帯を所持し、その

携帯から仕事中に緊急連絡をとっている。他学童はどのようにメールを使っているのか教えてほしい。 

 

（筑紫東 佐伯会長）緊急時は、指導員が会長に連絡後、指導員が学童パソコンから一斉メール 

（筑紫  野口会長）指導員が会長に確認後、指導員が連絡係に連絡、連絡係が自分の携帯から安心メー

ルで一斉配信 

（吉木  浅川会長）指導員から会長に連絡後、指導員が学童携帯から一斉メール 

（原田  古閑会長）連絡係から無料メールで一斉配信 

阿志岐・山口・天拝・二日市 の 4学童については、学童パソコンから一斉メール対応（挙手確認） 

（二北  石橋会長）連絡網体制。基本的に仕事をされている方ばかりなので、そのメールをちゃんと見

てくれているかどうかが分からなく、連絡をもらってないと言われる方がいる。緊

急を要するので、そのような方は電話連絡している。 

 

（執行部 髙木副理事長）今はスポンサー付き無料メール配信が、学校などでも使われるようになって、

飽和状態で新規は断られる状態らしい。 

 

（二日市 熊谷指導員）メールが多いが看護士さんなどメールが見られない仕事の方がいらっしゃるの

で、最初にメールがいいか電話連絡がいいかのアンケートを取っている。電話はたいがい職場にいらっ

しゃるのでつながる。 

 

（吉木 井上指導員）吉木には学童携帯があるので、緊急時は指導員からまず会長に確認の連絡を入れ、

学童携帯から指導員が通常メールで保護者に連絡している。年度初めに緊急時の連絡方法のアンケート

をとり、メールが無理な方は電話連絡をしている。学童携帯があれば、校外保育を行う場合も保護者との

連絡がとれて良い。 

 

（二日市北 石橋会長）学童携帯の名義はどうなっているか？毎年変更しているのか？会長の個人携帯

を使うのはどうかと思うし、毎年名義変更も大変そうだし…検討中であるが？ 

 

（吉木 浅川会長）名義は会長で、会長が変われば名義変更をしている。 

 

（執行部 髙木副理事長）緊急メール配信について二日市東学童から、事務局から一斉メール配信をし



ていただきたいという要望があったが、執行部としては、緊急時対応マニュアルに基づき、各学童で確実

な緊急連絡をとる体制が重要であり、かつ、緊急時対応は各学童によっても異なり、混乱などを防ぐため

事務局からの一斉配信は必要ないと考える。指導員の先生が個人の携帯からメール配信をするのは好ま

しくないが、会長の判断により学童のパソコンから緊急メールを配信するのは構わない。 

 

（司会）ほかに質問はないか？―なし― 

 

⑦保護者会へのゲーム機持ち込みについて 

（司会）天拝学童からの質問であるが、他学童の対応やアドバイスで詳しく聞きたい部分はないか？ 

―なし― 

 

議題４、平成２４年度代表者会議の要望や意見についての対応についての報告 

（司会）今後も代表者会議担当委員会としては、代表者会議での協議事項について、懸案事項をそのまま

にせず、問題と対応策、課題解決の経緯がわかるよう、系統立てて対処したいと考えている。 

 

５．その他、執行部からの連絡事項 

（執行部 髙木副理事長）定款変更に伴う、保護者会規約の改正について、先の総会により理事の任期が

２年となった。本則が変更になったため、当然、保護者会規約も「理事任期は２年とする」旨が明記され

なければならない。よって、保護者会を臨時総会に切り替え、委任状の提出等、必要事項を具備された上

での保護者会規約変更を早急に行っていただく必要がある。保護者会規約変更が未済の保護者会は速や

かに変更してほしい。 

 

（二日市北 石橋会長）規約に「法人に準ずる」としたが２年任期は入れないといけないのか？ 

 

（執行部 髙木副理事長）本則は法人の定款になるので、二北学童の表記で構わない。保護者会会長など

は法人の定款で任期を決めていないので、そこは留意されたい。 

 

（執行部 髙木副理事長）保護者会年度末繰越金の取り扱いについて、税理士からの指摘事項であるが、

各学童に運営費として毎年、法人会計から保護者会会計に配分されている経費は、本来、会計年度ごとに

法人経費残高として計上されるべき性質のものであり、各学童保護者会繰越金としてプールしてはなら

ない会計である。現在は、法人会計と別に各学童内に内部留保した余剰金が存在し、法人会計として好ま

しくない状況にある。よって、平成 25年度末をもって各学童保護者会の繰越金については、すべて法人

会計として計上する。使途について、一つ気を付けていいただきたいのは備品関係というのは「公設民

営」により市の管轄であり、運営については保護者会裁量である。 

（執行部 横田理事長）交流事業であまり意見が出なかったが、繰越金から出していただいて構わない。

有意義に使っていただきたいと思う。支援課との協議の中で、市の財政からいえば委託事業にも関わら

ず余剰が発生しているため、必要な予算配分は行うが手持ちの資金から使うべき。という行政の方針で

ある。余剰金については、特別加配に配分の検討を含め、当法人についてはグレーゾーンの問題や、法改



正に伴う６年生までの延長の受け入れなど、いろいろな問題や指導員賃金のベースアップ、職員の専門

研修等も検討中である。皆さんのお子さんを質の高い中で育てたいと思っているので、そのように使っ

ていきたいと思う。 

 

６、総括 

（理事長）今日出た質問等は十分に法人運営に反映していきたいと思う。当法人は、皆さまの善意で成り

立っているので、この良い状況で続けていけるように一生懸命に頑張っていきたいと思う。 

 

（司会）終会宣言 

―14時 50分終了― 


